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消
え
る
ま
で

ゆ
っ
く
り
火
の
元

に
ら
め
っ
子

　

消
防
団
員
と
し
て
永
年
に
わ
た
り

消
防
防
災
活
動
に
献
身
的
に
努
力

し
、
消
防
の
発
展
に
大
き
く
寄
与
し

た
方
々
に
授
与
さ
れ
る
藍
綬
褒
章
は

全
国
で
六
九
名
、う
ち
兵
庫
県
で
は
、

消
防
団
員
二
名
が
受
章
の
栄
誉
に
輝

き
ま
し
た
。

　

伝
達
式
は
、一
一
月
一
六
日
（
月
）

一
〇
時
四
五
分
か
ら
東
京
の
ル
ポ
ー

ル
麹
町
で
執
り
行
わ
れ
、
原
口
総
務

大
臣
か
ら
代
表
者
に
褒
章
が
伝
達
さ

れ
ま
し
た
。

　

第
一
五
回
全
国
女
性
消
防
団
員
活

性
化
岡
山
大
会
が
、
平
成
二
一
年

一
一
月
五
日
（
木
）
に
岡
山
県
岡
山

市
の
桃
太
郎
ア
リ
ー
ナ
で
開
催
さ

れ
、
全
国
か
ら
二
、五
〇
〇
人
以
上

の
消
防
関
係
者
が
集
い
ま
し
た
。

　

本
県
か
ら
も
関
山
会
長
以
下
延
べ

九
〇
名
が
参
加
し
、
小
野
市
消
防
団

は
舞
台
上
で
活
動
事
例
発
表
を
、
加

古
川
市
消
防
団
は
、
会
場
内
で
の
パ

ネ
ル
展
示
を
行
い
ま
し
た
。

　

な
お
、
兵
庫
県
か
ら
の
参
加
団
体

は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

神
戸
市
東
灘
消
防
団

　

神
戸
市
長
田
消
防
団

　

神
戸
市
北
消
防
団
有
馬
支
団

　

神
戸
市
北
消
防
団
道
場
支
団

　

尼
崎
市
消
防
団

　

芦
屋
市
消
防
団

　

豊
岡
市
出
石
消
防
団

　

加
古
川
市
消
防
団

　

川
西
市
消
防
団

　

小
野
市
消
防
団

　

篠
山
市
消
防
団

◎
瑞
宝
双
光
章

　
　

元
猪
名
川
町
消
防
団

 

団　

長　
　

井
谷　

男

　
　

元
加
古
川
市
消
防
本
部

 

消
防
正
監　

金
川　

義
弘

　
　

元
篠
山
市
消
防
団

 

団　

長　
　

坂
下　

邦
男

　
　

元
川
西
市
消
防
団

 

団　

長　
　

古
谷　

茂
樹

　

受
章
さ
れ
た
方
々
は
、
永
年
に
わ

た
り
国
民
の
生
命
、
身
体
及
び
財
産

を
火
災
を
は
じ
め
と
す
る
各
種
の
災

害
か
ら
防
護
す
る
と
と
も
に
、
消
防

力
の
強
化
・
拡
充
に
尽
力
し
、
社
会

公
共
の
福
祉
の
増
進
及
び
業
界
の
発

展
に
寄
与
し
た
消
防
関
係
の
方
々
で

す
。

　

伝
達
式
は
、一
一
月
一
一
日
（
木
）

に
東
京
・
虎
ノ
門
の
日
本
消
防
会
館

内
ニ
ッ
シ
ョ
ー
ホ
ー
ル
で
執
り
行
わ

れ
、
原
口
総
務
大
臣
か
ら
各
代
表
者

に
勲
記
等
が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

〈
全
国
消
防
関
係
受
章
者
数
〉

　

瑞
宝
中
綬
章 

一
名

　

瑞
宝
小
綬
章 

三
五
名

　

旭
日
双
光
章 

二
名

　

瑞
宝
双
光
章 

九
九
名

　

瑞
宝
単
光
章 

四
四
八
名

　
　

計 

五
八
五
名

〈
兵
庫
県
下
受
章
者
（
消
防
功
労
）〉

◎
瑞
宝
小
綬
章

　
　

元
宝
塚
市
消
防
本
部

 

消
防
正
監　

永
田　

健
次

　
　

元
神
戸
市
消
防
局

 

消
防
正
監　

吉
宗　

駒
郎

◎
瑞
宝
単
光
章

　
　

元
淡
路
市
消
防
団

 

団　

長　
　

井
筒　

良
夫

　
　

元
尼
崎
市
消
防
団

 

分
団
長　
　

梅
村　

紀
次

　
　

元
西
宮
市
消
防
団

 

副
団
長　
　

北
浦　

治

　
　

元
た
つ
の
市
新
宮
消
防
団

 

団　

長　
　

木
津　

眞
人

　
　

元
太
子
町
消
防
団

 

副
団
長　
　

田
中　

正
博

　
　

元
香
美
町
消
防
団

 

副
団
長　
　

田
村　

武
夫

　
　

元
芦
屋
市
消
防
団

 

副
団
長　
　

永
井　

二
令

　
　

元
高
砂
市
消
防
団

 

分
団
長　
　

中
川　

輝
一

　
　

元
明
石
市
消
防
団

 

分
団
長　
　

西　
　

竹
雄

　
　

元
神
戸
市
北
消
防
団

 

副
団
長　
　

西
山　

武
史

　
　

元
伊
丹
市
消
防
団

 

副
団
長　
　

藤
原　
　

勲

　
　

元
出
石
町
消
防
団

 

副
団
長　
　

松
原　

行
夫

　
　

元
姫
路
市
姫
路
西
消
防
団

 

分
団
長　
　

安
政　
　

敏

　
　

元
赤
穂
市
消
防
団

 
副
団
長　
　

山
脇　

明
男

〈
兵
庫
県
下
受
章
者
（
消
防
功
労
）〉

◎
藍
綬
褒
章

　
　

三
木
市
消
防
団

 

団　

長　
　

中
西　

君
一

　
　

佐
用
町
消
防
団

 

団　

長　
　

松
田　

芳
夫

　

平
成
二
一
年
秋
の
褒
章

　

平
成
二
一
年
秋
の
褒
章
が
一
一
月
三
日
（
文
化
の
日
）

に
発
令
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
二
一
年
秋
の
叙
勲
が
一
一
月
三
日
（
文
化
の
日
）
に
発
令
さ
れ
ま
し
た
。

消
防
関
係
の
受
章
者
は
、全
国
で
五
八
五
名
、う
ち
兵
庫
県
で
は
、元
消
防
団
員
・

職
員
二
〇
名
が
栄
誉
に
輝
き
ま
し
た
。

消
防
功
労
に
よ
り
県
下
か
ら
二
〇
名
が
受
章

平
成
二
一
年
秋
の
叙
勲

第
一
五
回
全
国
女
性
消
防
団
員

�

活
性
化
岡
山
大
会
開
催

加古川パネル展示

伝達式に参列された方々
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川
西
市
消
防
団
は
川
西
市
誕
生
と

同
時
に
発
足
し
、
現
在
一
一
分
団

四
一
八
名
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

大
西
団
長
は
昭
和
五
四
年
に
消
防

　

篠
山
市
で
は
、
平
成
一
一
年
四
月

の
合
併
以
来
、財
政
状
況
が
悪
化
し
、

消
防
団
が
保
有
す
る
消
防
車
両
、
と

り
わ
け
、
小
型
動
力
ポ
ン
プ
付
積
載

車
五
一
台
の
更
新
が
遅
れ
て
い
る
状

況
に
あ
り
ま
し
た
。

　

消
防
団
に
配
備
さ
れ
る
消
防
車
両

　

私
の
住
む
豊
岡
市
城
崎
地
域
は
兵

庫
県
北
部
に
位
置
し
、
城
崎
温
泉
で

有
名
な
観
光
地
で
す
。

　

私
は
、
今
年
の
七
月
に
消
防
団
に

入
団
し
ま
し
た
が
、
そ
の
き
っ
か
け

は
、
第
一
分
団
の
副
分
団
長
を
最
後

に
、
父
が
退
団
し
た
こ
と
で
あ
り
、

父
と
入
れ
替
わ
る
よ
う
に
入
団
し
ま

し
た
。
昔
か
ら
先
の
こ
と
は
考
え
ず

に
行
動
す
る
タ
イ
プ
の
人
間
で
し
た

の
で
何
も
考
え
ず
に
入
団
し
ま
し
た
。

　

入
団
し
て
一
ヶ
月
半
ぐ
ら
い
経
っ

た
こ
ろ
、
町
内
で
火
事
が
あ
り
、
出

動
し
ま
し
た
。
何
も
わ
か
ら
ぬ
ま
ま

消
防
車
の
車
庫
に
行
く
と
先
輩
方
が

す
で
に
準
備
し
て
お
ら
れ
、
消
防
車

に
乗
り
込
む
と
す
ぐ
に
出
発
と
い
う

感
じ
で
、
現
場
に
向
い
ま
し
た
。
現

場
は
家
が
密
集
し
て
い
る
場
所
で
他

の
消
防
車
な
ど
は
す
で
に
到
着
し
て

お
り
、
協
力
し
て
消
火
活
動
を
し
て

い
ま
し
た
。
幸
い
、
延
焼
も
な
く
よ

か
っ
た
の
で
す
が
、
こ
の
時
初
め
て

火
災
の
怖
さ
を
間
近
で
知
り
、
ま
た

地
元
の
消
防
団
が
一
致
団
結
し
て
消

団
に
入
団
さ
れ
、
平
成
八
年
に
副
団

長
、
平
成
二
〇
年
八
月
に
団
長
に
就

任
さ
れ
ま
し
た
。

　

消
防
団
へ
の
入
団
の
動
機
は
、
小

学
三
年
生
の
時
の
伊
勢
湾
台
風
（
昭

和
三
四
年
）
で
、
自
宅
が
床
上
浸
水

し
大
変
な
被
害
を
受
け
ら
れ
た
時
に

消
防
団
員
の
活
躍
が
頼
も
し
く
、
い

つ
か
は
自
分
も
団
員
に
な
っ
て
人
の

役
に
立
ち
た
い
と
い
う
思
い
か
ら

だ
っ
た
そ
う
で
す
。
そ
し
て
、
念
願

か
な
っ
て
入
団
さ
れ
、乙
種
制
服（
法

被
）
に
袖
を
通
さ
れ
た
時
は
団
員
と

し
て
の
責
任
を
ひ
し
ひ
し
と
感
じ
、

そ
の
夜
は
感
動
し
て
寝
ら
れ
な
か
っ

た
そ
う
で
す
。

　

団
長
は
電
気
店
を
営
ん
で
お
ら

れ
、
趣
味
は
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
と
パ

ソ
コ
ン
で
す
。
団
長
自
宅
の
専
用
室

に
は
パ
ソ
コ
ン
と
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線

の
器
材
が
あ
ふ
れ
、
日
々
多
忙
の
な

か
、
暇
を
見
つ
け
て
は
得
意
の
大
阪

弁
を
操
り
、
全
国
の
無
線
仲
間
と
交

信
さ
れ
、「
川
西
に
大
西
あ
り
」
と

無
線
仲
間
で
も
有
名
な
存
在
で
す
。

　

団
長
は
陽
気
な
性
格
で
、
若
手
団

員
に
も
気
軽
に
冗
談
を
言
わ
れ
る
な

ど
団
員
が
気
持
ち
よ
く
活
動
で
き
る

よ
う
常
に
気
を
遣
わ
れ
て
い
ま
す

が
、
有
事
が
発
生
し
た
と
き
は
、
自

火
活
動
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
を
目
の

当
た
り
に
し
、
目
的
の
た
め
に
み
ん

な
が
力
を
合
わ
せ
る
と
何
で
も
で
き

る
の
だ
と
い
う
事
を
身
を
も
っ
て
実

感
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
時
以
来
、
消
防
団
の
重
要
性

と
必
要
性
を
す
ご
く
感
じ
ま
し
た
。

ま
た
様
々
な
世
代
の
団
員
の
方
と
の

交
流
が
増
え
た
こ
と
は
私
に
と
っ
て

本
当
に
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

今
後
も
定
期
的
な
訓
練
に
取
り
組

み
、
少
し
ず
つ
知
識
や
技
能
を
身
に

つ
け
、
先
輩
団
員
と
共
に
地
域
の
安

全
の
た
め
に
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

ら
先
頭
に
立
っ
て
指
揮
さ
れ
る
な
ど

す
ば
ら
し
い
統
率
力
を
発
揮
さ
れ
、

幹
部
や
若
手
、
女
性
団
員
を
問
わ
ず

絶
大
な
信
頼
を
得
ら
れ
て
お
ら
れ
ま

す
。

　

団
長
が
常
々
団
員
に
お
っ
し
ゃ
ら

れ
る
こ
と
は
、
日
頃
か
ら
地
域
住
民

と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
大
切

に
し
、
信
頼
さ
れ
る
団
員
に
な
る
こ

と
。
ま
た
、
団
員
が
中
心
と
な
っ
て

「
安
心
し
て
生
活
で
き
る
町
」
を
、

そ
し
て
「
自
分
た
ち
の
町
は
自
分
た

ち
で
守
る
」
を
合
言
葉
に
、
災
害
の

な
い
明
る
い
街
づ
く
り
を
願
っ
て

日
々
消
防
団
活
動
に
努
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

私
は
平
成
一
一
年
四
月
に
現
在
所

属
す
る
高
砂
市
消
防
団　

荒
井
分
団

　

二
班
に
先
輩
方
よ
り
誘
い
を
受

け
、
入
団
し
ま
し
た
。
当
初
は
消
防

団
と
は
ど
の
よ
う
な
活
動
を
し
て
い

る
の
か
も
全
く
解
ら
な
く
、
も
し
火

災
や
災
害
が
発
生
し
た
時
に
自
分
に

は
何
が
出
来
る
の
か
不
安
で
一
杯
で

し
た
が
、
訓
練
や
地
域
活
動
に
参
加

す
る
に
つ
れ
、
先
輩
か
ら
丁
寧
に
ご

指
導
し
て
頂
い
た
お
陰
で
団
員
と
し

て
活
動
し
て
い
く
事
へ
の
不
安
は
無

く
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

消
防
団
の
活
動
の
中
で
い
つ
も
感

じ
る
の
で
す
が
、
火
災
な
ど
が
発
生

し
た
際
に
は
、
迅
速
且
つ
高
度
な
対

応
が
求
め
ら
れ
る
の
で
、
消
防
団
員

は
訓
練
の
充
実
と
と
も
に
地
域
住
民

の
防
災
訓
練
の
支
援
や
防
災
意
識
の

啓
発
が
、
よ
り
一
層
必
要
で
あ
る
と

感
じ
て
い
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
、
荒
井

町
は
車
が
入
れ
な
い
程
の
細
い
路
地

が
多
数
あ
り
、
そ
の
奥
に
住
宅
が
密

集
し
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
の
で
、

迅
速
な
対
応
が
必
要
で
あ
る
か
ら
で

す
。

　

ま
た
、
近
年
、
消
防
団
員
の
確
保

が
困
難
な
地
域
も
あ
り
危
惧
さ
れ
て

お
り
ま
す
。
日
中
の
災
害
で
は
分
団

員
が
遠
方
で
働
い
て
い
る
為
、
人
員

が
揃
う
こ
と
が
出
来
ず
苦
慮
し
て
い

る
の
も
事
実
で
あ
り
ま
す
。
消
防
団

は
、
地
域
住
民
の
命
と
財
産
を
守
っ

て
い
く
為
に
非
常
に
重
要
な
役
割
を

担
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
人

材
確
保
へ
の
工
夫
と
組
織
の
更
な
る

強
化
に
努
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
私
た
ち
若
手
消
防
団
員
は
、
地

域
の
皆
様
が
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
よ
う
、
迅
速
な
消
防
活
動
を
す

る
た
め
の
技
術
と
知
識
を
向
上
さ
せ

て
い
く
と
と
も
に
、
先
輩
方
々
が
築

い
て
こ
ら
れ
た
伝
統
を
大
切
に
し
、

更
な
る
発
展
へ
向
け
活
動
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

は
、
水
槽
付
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
八

台
、
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
一
二
台
、

小
型
動
力
ポ
ン
プ
付
積
載
車
五
一
台

及
び
指
令
車
二
台
、
合
計
七
三
台

で
、
仮
に
毎
年
四
台
ず
つ
更
新
し
て

一
八
年
、
三
台
ず
つ
更
新
の
場
合

は
、
二
四
年
で
ひ
と
回
り
す
る
計
算

で
す
。

　

篠
山
市
で
は
、
合
併
後
の
一
〇
年

間
で
前
述
の
七
三
台
の
う
ち
二
四
台

の
更
新
で
、
最
近
の
三
年
間
で
は
五

台
の
更
新
に
止
ま
っ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
に
あ
る
中
、
平

成
二
年
度
に
国
の
第
二
次
補
正
予
算

で
地
域
活
性
化
対
策
と
し
て
「
地
域

活
性
化
・
生
活
対
策
臨
時
交
付
金
」

が
「
地
方
再
生
、
生
活
対
策
」
に
資

す
る
き
め
細
や
か
な
イ
ン
フ
ラ
整
備

等
に
活
用
す
る
よ
う
交
付
さ
れ
、
こ

れ
を
活
用
し
て
消
防
車
両
等
の
更
新

を
図
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

具
体
的
に
は
、
総
額
約
四
千
万
円

で
導
入
か
ら
二
〇
年
が
経
過
し
不
調

で
あ
る
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
一
台
と

一
五
年
以
上
経
過
し
修
理
部
品
に
事

欠
き
は
じ
め
た
小
型
動
力
ポ
ン
プ
三

台
を
更
新
し
、
小
型
動
力
ポ
ン
プ
に

至
っ
て
は
、
全
五
一
台
の
過
半
数
の

三
〇
台
を
更
新
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

本
来
で
す
と
、
車
両
を
三
台
な
い

し
四
台
ず
つ
更
新
す
べ
き
と
こ
ろ
で

す
が
、
財
政
状
況
も
あ
り
、
火
災
時

に
直
接
水
を
か
け
る
道
具
で
あ
る
ポ

ン
プ
の
み
の
更
新
を
行
う
こ
と
と
し

ま
し
た
。

　

ポ
ン
プ
の
口
数
の
視
点
か
ら
考
え

ま
す
と
、
消
防
車
両
で
四
〇
口
、
小

型
動
力
ポ
ン
プ
五
一
口
、
合
計
九
一

口
の
う
ち
、
三
二
口
（
ポ
ン
プ
自
動

車
二
口
及
び
小
型
動
力
ポ
ン
プ
三
〇

口
）、
つ
ま
り
、
三
分
の
一
以
上
の

口
数
が
一
度
に
更
新
が
で
き
た
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、別
の
効
果
と
し
ま
し
て
は
、

一
度
に
三
〇
台
も
の
小
型
動
力
ポ
ン

プ
を
更
新
し
た
こ
と
も
あ
り
、
業
者

間
の
競
争
が
遺
憾
な
く
発
揮
さ
れ
、

一
台
あ
た
り
が
予
定
よ
り
も
安
価
に

更
新
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
効

果
も
あ
り
ま
し
た
。

　

県
下
の
消
防
団
担
当
の
皆
様
、
こ

の
方
法
、
ご
一
考
さ
れ
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
？

「
小
型
動
力
ポ
ン
プ
等
を
ま
と
め
て
更
新
！
」

篠
山
市
支
部 ○164

「
合
い
言
葉
」

　

川
西
市
消
防
団　
　
　
　
　
　

大
西
信
昭
団
長

「
消
防
団
に
入
団
し
て
」

　

豊
岡
市
城
崎
消
防
団

 

第
一
分
団
や
ま
と
班　
　

藤
原　

範
之

わ
れ
ら
若
手
消
防
団
員

わ
れ
ら
若
手
消
防
団
員

〈24〉〈24〉

「
消
防
団
に
入
団
し
て
」

　
　
　

高
砂
市
消
防
団

 

荒
井
分
団
二
班　
　
　

浦
野　

芳
丘

http://www.hyogoshoubou.jp/

早速、試験放水！

引渡しにあたり関係団員を前に市長あいさつ

消防ポンプ自動車と小型動力ポンプを消防団に引渡し



兵　　庫　　消　　防第  616  号 （昭和32年10月５日第三種郵便物認可） 平成21年12月15日 （毎月15日１回発行）（3）

　

平
成
二
一
年
一
〇
月
二
五
日
、
山

崎
断
層
帯
を
震
源
地
と
す
る
マ
グ
ニ

チ
ュ
ー
ド
七
の
地
震
が
発
生
し
、
稲

美
町
で
は
震
度
六
強
を
記
録
し
、
町

内
全
域
で
家
屋
の
倒
壊
や
火
災
等
が

発
生
し
て
要
救
助
者
、
負
傷
者
及
び

避
難
者
が
出
て
い
る
こ
と
を
想
定
し

た
訓
練
が
稲
美
町
の
加
古
大
池
を
会

場
と
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
約
四
〇
〇
名
で
、
消
防

団
員
、
婦
人
消
防
隊
員
、
加
古
川
市

東
消
防
署
員
、
自
主
防
災
会
員
、
自

治
会
員
、
婦
人
会
員
、
防
災
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
、
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
員
、

県
消
防
防
災
航
空
隊
員
、
加
古
川
警

察
署
員
、
陸
上
自
衛
隊
第
三
特
科
隊

員
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
西
日
本
職
員
、
稲
美
町

職
員
が
訓
練
に
参
加
し
ま
し
た
。

　

訓
練
の
種
目
は
、
初
動
訓
練
、
災

害
対
策
本
部
設
置
訓
練
、
パ
ト
ロ
ー

ル
訓
練
、
避
難
所
開
設
訓
練
、
災
害

用
非
常
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル
設
置
訓
練
、

積
土
の
う
訓
練
、
救
出
救
護
訓
練
、

給
水
訓
練
、
緊
急
物
資
搬
送
訓
練
、

炊
き
出
し
訓
練
、
消
火
訓
練
、
一
斉

放
水
訓
練
、
応
急
手
当
講
習
会
等
が

実
施
さ
れ
、
消
防
団
員
と
し
て
は
、

積
土
の
う
訓
練
、
消
火
器
、
消
火
栓

に
よ
る
消
火
訓
練
、
一
斉
放
水
訓
練

に
参
加
し
ま
し
た
。

　

稲
美
町
は
、
た
め
池
の
数
が
県
下

最
多
の
町
と
し
て
有
名
で
あ
り
、
有

事
の
際
に
は
破
堤
に
よ
る
越
水
被
害

が
想
定
さ
れ
ま
す
。
被
害
を
最
小
限

に
食
い
止
め
る
た
め
、
日
頃
の
水
防

訓
練
の
成
果
を
生
か
し
て
積
土
の
う

訓
練
を
披
露
し
ま
し
た
。
近
年
全
国

的
に
多
発
し
て
い
る
ゲ
リ
ラ
豪
雨
が

い
つ
起
こ
る
か
わ
か
ら
な
い
状
況
に

あ
っ
て
、
風
水
害
時
に
お
け
る
活
動

を
ご
覧
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
自
主
防
災
会
員
、
婦
人
消

防
隊
員
と
と
も
に
消
火
器
、
消
火
栓

を
使
っ
た
消
火
訓
練
を
行
い
ま
し

た
。
災
害
時
の
火
災
の
恐
ろ
し
さ
は

阪
神
大
震
災
に
お
い
て
も
思
い
知
ら

さ
れ
ま
し
た
が
、
初
期
消
火
の
重
要

性
を
改
め
て
実
感
し
て
い
た
だ
き
、

日
頃
か
ら
の
訓
練
を
通
じ
て
火
の
恐

ろ
し
さ
と
消
火
器
具
の
使
い
方
を
学

ぶ
よ
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

災
害
は
い
つ
何
時
お
こ
る
か
わ
か

り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
災
害
の
種
類
も

多
種
多
様
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
応

じ
た
迅
速
な
行
動
が
、
そ
の
後
の
被

害
の
程
度
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す

こ
と
は
い
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

一
秒
で
も
早
く
現
場
に
駆
け
つ

け
、
日
ご
ろ
の
訓
練
の
成
果
を
発
揮

で
き
て
こ
そ
、
わ
が
町
全
体
の
安
全

安
心
に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

こ
れ
か
ら
年
末
に
か
け
て
は
、
火

災
の
発
生
に
、
よ
り
注
意
を
は
ら
う

必
要
が
あ
り
ま
す
。
年
末
警
戒
に
よ

る
防
火
啓
発
は
も
と
よ
り
、
万
が
一

の
事
態
、
災
害
が
発
生
し
た
場
合
に

は
こ
の
訓
練
を
生
か
し
て
迅
速
か
つ

的
確
な
行
動
が
と
れ
る
よ
う
に
日
々

の
消
防
団
活
動
及
び
訓
練
に
取
り
組

み
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

昭
和
二
二
年
一
二
月
消
防
組
織
法

が
公
布
さ
れ
、
昭
和
二
三
年
に
警
防

団
を
解
消
し
、
淡
河
村
消
防
団
が
誕

生
し
ま
し
た
。

　

昭
和
三
三
年
、
神
戸
市
合
併
に
伴

い
神
戸
市
淡
河
消
防
団
と
改
称
。
昭

和
四
八
年
に
兵
庫
区
か
ら
分
区
し

て
、
北
区
が
誕
生
と
と
も
に
北
消
防

署
下
に
置
か
れ
、
昭
和
五
八
年
北
区

内
八
消
防
団
を
北
消
防
団
に
統
合
、

現
在
の
北
消
防
団
淡
河
支
団
に
な
り

ま
し
た
。

　

淡
河
支
団
は
団
員
定
数
二
八
〇
名

で
、
そ
の
内
女
性
消
防
団
員
九
名
、

分
団
数
九
分
団
・
一
五
班
、
積
載
車

一
五
台
で
組
織
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

地
域
を
守
る
消
防
団
の
活
動
拠
点

と
し
て
、
北
区
役
所
淡
河
連
絡
所
に

本
部
を
置
き
、
各
分
団
に
機
具
庫
が

設
け
ら
れ
、
管
轄
エ
リ
ア
が
広
く
、

消
防
署･
所
か
ら
遠
隔
地
で
あ
る
た

め
、
小
型
動
力
ポ
ン
プ
を
積
ん
で
、

火
災
現
場
へ
い
ち
早
く
到
着
で
き
る

機
動
力
を
有
す
る
積
載
車
が
配
置
さ

れ
ま
し
た
。

　

昭
和
五
九
年
第
一
〇
回
兵
庫
県
消

防
操
法
大
会
に
私
た
ち
の
淡
河
支
団

Ａ
・
Ｂ
の
二
チ
ー
ム
が
小
型
動
力
ポ

ン
プ
操
法
の
部
に
出
場
し
、
優
勝
、

準
優
勝
と
い
う
成
績
を
収
め
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

私
も
選
手
の
一
人
と
し
て
出
場

し
、
朝
五
時
か
ら
七
時
ま
で
の
二
時

間
、
操
法
の
練
習
を
行
い
、
地
元
婦

人
会
の
皆
さ
ん
か
ら
早
朝
の
炊
き
出

し
を
し
て
も
ら
い
朝
食
を
し
て
出
勤

し
ま
し
た
。

　

一
〇
ヶ
月
間
の
操
法
練
習
は
大
変

厳
し
い
も
の
で
し
た
が
、
そ
れ
ま
で

以
上
に
淡
河
支
団
団
員
の
結
束
力
が

強
ま
っ
た
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。

　

あ
れ
か
ら
二
五
年
、
阪
神
・
淡
路

大
震
災
を
は
じ
め
火
災
や
災
害
も

種
々
複
雑
化
し
て
き
て
お
り
、
消
防

団
の
活
動
も
進
化
し
て
き
ま
し
た
。

　

火
災
に
お
け
る
消
火
活
動
、
避
難

誘
導
な
ど
消
防
署
の
消
防
隊
と
連
携

し
た
活
動
だ
け
で
な
く
、
応
急
手
当

普
及
員
の
資
格
取
得
に
努
め
民
間
救

急
講
習
団
体
（
Ｆ
Ａ
Ｓ
Ｔ
）
の
認
定

を
受
け
市
民
救
命
士
養
成
講
習
を
行

い
、
一
家
庭
一
人
を
目
指
し
普
及
に

努
め
て
い
ま
す
。

　

平
常
時
に
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
に

対
す
る
訓
練
指
導
や
災
害
危
険
箇
所

の
把
握
、災
害
に
強
い
環
境
づ
く
り
、

　

加
西
市
消
防
団
は
、
明
治
二
七
年

の
北
条
村
消
防
組
創
設
に
始
ま
る
と

聞
く
。
幾
多
の
変
遷
を
経
て
昭
和

四
二
年
加
西
市
発
足
と
と
も
に
一
市

一
団
を
発
足
さ
せ
て
い
る
。

　

私
は
、
平
成
六
年
四
月
に
団
長
を

拝
命
し
、
平
成
一
二
年
に
退
団
し
ま

し
た
が
、
初
年
度
に
あ
の
阪
神
淡
路

大
震
災
に
遭
遇
、
消
防
の
使
命
を
殊

更
知
ら
さ
れ
ま
し
た
。
被
災
地
の
皆

さ
ん
と
は
比
較
に
な
り
ま
せ
ん
が
、

地
域
の
実
情
に
精
通
し
た
消
防
団
員

の
働
き
、
人
員
の
確
保
が
如
何
に
大

切
か
を
痛
感
い
た
し
ま
し
た
。

　

私
が
団
員
の
昭
和
四
〇
年
代
は
、

随
分
火
災
の
発
生
が
多
か
っ
た
様
に

思
い
ま
す
。
い
つ
も
法
被
を
枕
元
に

置
い
て
眠
っ
た
も
の
で
し
た
。
今
は
、

一
つ
一
つ
昨
日
の
様
に
又
、
懐
か
し

く
思
い
出
さ
れ
ま
す
。
梅
雨
の
続
く

中
で
の
ポ
ン
プ
操
法
訓
練
、
団
員
資

質
向
上
の
真
夏
の
訓
練
礼
式
大
会
、

勿
論
、
幾
多
の
火
災
現
場
活
動
等
々

…
。
県
消
防
大
会
で
は
、
知
事
よ
り

親
子
二
代
の
感
謝
状
を
頂
き
ま
し

た
。
今
後
の
励
み
と
と
も
に
、
地
域

活
動
の
伝
承
と
し
て
も
意
義
深
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
団
活
動
は
人
生
の

よ
き
師
で
あ
り
道
場
で
あ
り
ま
す
。

ど
ん
な
に
世
の
中
が
変
わ
り
進
歩
し

て
も
、
団
員
の
確
保
と
育
成
は
自
治

体
の
不
可
欠
の
要
素
と
信
じ
て
い
ま

す
。
消
防
団
は
地
域
防
災
の
要
で
あ

る
と
と
も
に
、
人
造
り
村
造
り
で
あ

り
、
地
域
住
民
も
又
そ
の
認
識
を

し
っ
か
り
持
っ
て
、
応
援
協
力
し
て

地
域
社
会
の
発
展
に
寄
与
せ
ね
ば
な

ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
幾
多
の
教
訓

を
授
か
り
、
よ
き
友
を
得
て
退
団
後

は
、
天
皇
陛
下
よ
り
労
い
の
お
こ
と

ば
を
頂
戴
し
て
、
我
が
人
生
こ
れ
に

勝
る
よ
ろ
こ
び
は
あ
り
ま
せ
ん
。
消

防
団
あ
っ
た
れ
ば
こ
そ
で
あ
り
ま
す
。

　

今
日
一
一
月
一
日
。
氏
神
様
へ
参

拝
し
て
歩
い
て
の
帰
り
道
、
全
国
秋

季
火
災
予
防
運
動
に
因
ん
で
防
火
パ

レ
ー
ド
の
消
防
車
が
、
列
を
な
し
サ

イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
て
通
り
過
ぎ
て

行
っ
た
。
ご
苦
労
さ
ん
で
す
。
彼
ら

に
幸
多
か
れ
と
祈
る
と
と
も
に
、
住

民
の
平
和
な
暮
ら
し
を
願
い
つ
つ
歩

を
進
め
た
。

　

川
沿
い
の
散
歩
道
は
穏
や
か
な
秋

の
日
差
し
が
溢
れ
て
い
た
。

年
末
警
戒
・
防
火
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
催
し
に
参
加
協
力
し
、

地
域
に
密
着
し
た
活
動
を
し
て
い
ま

す
。

　

安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち

づ
く
り
の
た
め
、
消
防
団
が
中
心
と

な
り
防
災
福
祉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
連

携
を
深
め
、「
我
が
町
は
自
分
た
ち

で
守
る
」
と
い
う
団
員
の
意
識
は
高

い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
団
員
の
結
束
力
を
高

め
、
地
域
に
密
着
し
た
消
防
団
活
動

を
一
層
活
性
化
す
る
こ
と
が
な
に
よ

り
も
不
可
欠
で
あ
る
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

「
災
害
発
生　

出
動
せ
よ

�

～
稲
美
町
防
災
訓
練
～
」

稲
美
町
消
防
団

「
我
が
町
は

�

自
分
た
ち
で
守
る
」

　

神
戸
市
北
消
防
団

　
　
　
　
　

淡
河
支
団
長

藤
井　
　

弘

�

『
我
が
人
生
に
乾
杯
」

　
　

元
加
西
市
消
防
団
長

吉
田　

正
行

積土のう訓練

消化器による消火訓練

消火栓による消火訓練

操法大会の様子



兵　　庫　　消　　防第  616  号 （昭和32年10月５日第三種郵便物認可） 平成21年12月15日 （毎月15日１回発行） （4）

　

今
年
も
残
す
と
こ
ろ
あ
と
わ
ず
か

と
な
り
、
年
末
警
戒
や
年
明
け
に
は

出
初
式
を
控
え
、
皆
様
方
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
普
段
に
も
ま
し
て
、
お

忙
し
い
日
々
を
過
ご
さ
れ
て
さ
れ
て

い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、
皆
様
い

か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

　

今
月
号
へ
も
各
地
区
、
各
支
部
か

ら
多
数
寄
稿
し
て
い
た
だ
き
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
の
織
部
副
団
長
に
ご
提

供
を
い
た
だ
い
た
よ
う
な
、
消
防
に

関
す
る
歴
史
的
な
資
料
を
お
持
ち
の

方
は
、
是
非
県
協
会
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

　
「
兵
庫
消
防
」
に
掲
載
す
る
こ
と

で
、
後
生
に
残
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　

但
東
町
は
、
平
成
十
七
年
四
月
、

一
市
五
町
が
合
併
。「
豊
岡
市
」
と

な
り
五
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
市
内

に
は
六
消
防
団
が
そ
れ
ぞ
れ
に
活
動

し
て
い
ま
す
。
七
○
○
平
方
㎞
と
い

う
広
大
な
市
域
を
有
し
、
円
山
川
上

流
部
、
河
口
部
、
竹
野
川
な
ど
気
象

条
件
の
違
い
や
防
災
形
態
の
多
様
性

な
ど
か
ら
多
団
制
を
採
用
し
て
い
ま

す
。

　

但
東
地
域
に
は
見
ど
こ
ろ
が
い
っ

ぱ
い
あ
り
ま
す
。

　

現
在
、
豊
岡
市
に
は
コ
ウ
ノ
ト
リ

九
九
羽
が
飼
育
さ
れ
、
放
鳥
や
野
外

繁
殖
に
よ
り
三
七
羽
が
自
然
界
で
暮

ら
し
て
い
ま
す
。
四
ヶ
月
ゲ
ー
ジ
で

暮
ら
し
て
い
た
二
羽
の
コ
ウ
ノ
ト
リ

が
、
一
〇
月
三
一
日
、
但
東
の
空
に

放
鳥
さ
れ
、
元
気
に
大
空
を
舞
っ
て

い
ま
す
。

　
「
美
人
湯
」
と
呼
ば
れ
る
「
シ
ル

ク
温
泉
」
に
続
き
、
昨
年
、「
た
ん

た
ん
温
泉
」
が
オ
ー
プ
ン
。
開
放
感

あ
ふ
れ
る
野
天
風
呂
も
好
評
で
、
人

気
ス
ポ
ッ
ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
「
た
ま
ご
か
け
ご
は
ん
専
門
店
」

と
し
て
京
阪
神
各
地
か
ら
訪
れ
る

編

集

後

記

　

こ
の
写
真
を
県
協
会
に
ご
提
供
い

た
だ
け
た
の
は
、
尼
崎
市
消
防
団
副

団
長
織
部
義
晴
さ
ん
が
、
お
孫
さ
ん

か
ら
若
い
頃
の
写
真
を
見
せ
て
ほ
し

い
と
せ
が
ま
れ
見
つ
け
ら
れ
た
の
が

き
っ
か
け
で
、
昭
和
三
〇
年
代
、
当

時
二
一
歳
で
あ
っ
た
織
部
副
団
長
が

「
ダ
ッ
ジ
」
と
い
う
ア
メ
リ
カ
の
自

動
車
ブ
ラ
ン
ド
の
ポ
ン
プ
車
を
撮
影

し
た
も
の
で
す
。

　

写
真
の
と
お
り
、
ク
ラ
ッ
シ
ク
な

オ
ー
プ
ン
カ
ー
が
と
て
も
魅
力
的

で
、
当
時
は
消
防
に
関
す
る
装

備
は
不
十
分
な
も
の
の
画
期
的

な
乗
り
物
だ
っ
た
こ
と
で
し
ょ

う
。

　

こ
の
写
真
を
ご
提
供
い
た
だ

い
た
織
部
副
団
長
に
尼
崎
市
消

防
団
へ
の
想
い
、
今
後
の
活
動

へ
の
抱
負
を
熱
く
語
っ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

「
但
熊
」
は
、
土
日
に
な
る
と
行
列

ラ
ッ
シ
ュ
。
ご
は
ん
も
卵
も
店
主
の

自
家
製
。
必
ず
ご
満
足
い
た
だ
け
ま

す
。

　

来
年
で
一
九
回
目
を
迎
え
る
「
但

東
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
ま
つ
り
」
は
春

の
メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
。
百
万
本
の

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
畑
の
中
に
一
〇
万
本

の
フ
ラ
ワ
ー
ア
ー
ト
を
演
出
し
ま

す
。
来
年
の
ア
ー
ト
は
、
ワ
ー
ル
ド

カ
ッ
プ
南
ア
フ
リ
カ
大
会
に
ち
な
ん

で
「
サ
ッ
カ
ー
ボ
ー
ル
を
蹴
る
象
さ

ん
」。
美
し
い
田
園
風
景
に
マ
ッ
チ

し
た
の
ど
か
な
イ
ベ
ン
ト
を
お
楽
し

み
く
だ
さ
い
。

　

広
大
な
モ
ン
ゴ
ル
の
歴
史
と
文
化

を
体
感
で
き
る
「
日
本
・
モ
ン
ゴ
ル

民
族
博
物
館
」
は
楽
し
み
な
が
ら

学
べ
る
体
験
型
博
物
館
」
と
し
て
、

多
く
の
来
場
者
が
あ
り
、
必
見
の

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
す
。

　

最
近
話
題
の
「
ど
ぶ
ろ
く
」
は
農

村
体
験
館
「
八
平
」
ま
た
は
但
熊
前

の
酒
屋
で
販
売
し
て
い
ま
す
。
女
性

に
も
飲
み
や
す
い
と
好
評
で
、
宅
配

に
も
応
じ
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
本
年
八
月
九
日
に
急
襲
し

　
「
街
の
消
防
団
の
役
目
は
、
初
期

消
火
と
住
民
の
安
全
の
為
の
避
難
誘

導
。
消
防
団
員
が
積
極
的
に
地
域
住

民
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と

り
、
い
ざ
と
い
う
時
に
行
動
で
き
る

よ
う
に
し
て
お
か
な
く
て
は
い
け
な

い
。人
の
命
の
重
み
は
絶
対
の
も
の
。

た
だ
火
を
消
す
だ
け
が
消
防
団
の
活

動
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
を
、
常
日

頃
か
ら
考
え
て
ほ
し
い
。」

　

長
年
の
経
験
を
踏
ま
え
た
消
防
団

の
大
先
輩
の
重
い
言
葉
で
す
ね
。

た
台
風
九
号
は
佐
用
町
な
ど
県
南
西

部
に
大
き
な
被
害
を
与
え
ま
し
た

が
、
但
東
地
域
に
も
大
き
な
爪
痕
を

残
し
ま
し
た
。

　

住
家
被
害
は
半
壊
一
軒
、
一
部
損

壊
二
軒
、
床
下
三
八
軒
、
国
県
道
も

夜
半
か
ら
通
行
止
め
と
な
り
、
最
大

時
間
雨
量
五
七
㍉
は
、
平
成
一
六
年

台
風
二
三
号
を
上
回
り
、山
腹
崩
壊
、

土
砂
流
出
、
護
岸
崩
壊
は
四
六
四
箇

所
に
上
り
ま
し
た
。

　

一
〇
日
午
前
○
時
一
○
分
、
但
東

地
域
災
害
対
策
本
部
設
置
。
但
東
消

防
団
員
一
五
八
名
が
早
朝
ま
で
出
水

通
報
に
よ
る
土
の
う
積
み
や
排
水
作

業
、
避
難
者
へ
の
対
応
に
追
わ
れ
ま

し
た
。

　

今
後
も
「
但
東
地
域
は
但
東
消
防

団
が
守
る
」
と
い
う
気
概
で
防
災
活

動
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

「
但
東
町
は
見
ど
こ
ろ　

い
っ
ぱ
い
」

　

�

豊
岡
市
但
東
消
防
団

「
思
い
出
の
一
枚
」

�

写
真
提
供
・
取
材
協
力　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

尼
崎
市
消
防
団
副
団
長　

織
部　

義
晴

平成２２年消防出初式日程表（１月実施分）
地区 実 施 日 市 町 名 開始時刻 場　　　　　　所 地区 実 施 日 市 町 名 開始時刻 場　　　　　　所

神戸
地区 1月 10日（日） 神 戸 市 10：00 メリケンパーク

西
播
磨
地
区

1月 10日（日）

相 生 市 9：30 那波中央公園

阪
神
地
区

1月 9日（土）
西 宮 市 9：30 武庫川河川敷 た つ の 市 9：30 千鳥ヶ浜グラウンド

伊 丹 市 10：00 昆陽池公園多目的広場 上 郡 町 9：30 上郡町役場

1月10日（日）

尼 崎 市 10：00 尼崎市立小田南中学校 1月17日（日） 太 子 町 9：30 太子町民グラウンド

川 西 市 8：30 川西市立川西北小学校

但
馬
地
区

1月 6日（日）

豊 岡 市 豊 岡 9：00 豊岡市民体育館

芦 屋 市 10：00 芦屋市立体育館 豊 岡 市 城 崎 9：00 城崎小学校体育館

宝 塚 市 10：00 宝塚市立末広小学校 豊 岡 市 竹 野 10：00 竹野中学校体育館

猪 名 川 町 9：30 猪名川町文化体育館 豊 岡 市 但 東 9：00 但東市民センター

東
播
磨
地
区

1月10日（日）

明 石 市 9：45 明石市役所周辺・明石市市民会館 1月11日（月） 豊 岡 市 出 石 9：30 出石中学校体育館

加 古 川 市 9：00 加古川市防災センター 丹
波
地
区

1月10日（日）
篠 山 市 10：00 たんば田園交響ホール

高 砂 市 9：30 高砂市総合運動公園・総合体育館 丹 波 市 7：30 丹波市中央公民館

加 古 郡 
（稲美町、播磨町） 10：00 播磨町立蓮池小学校

淡
路
地
区

1月 10日（日）

洲 本 市 9：00 洲本市文化体育館

中
播
磨
地
区

1月 10日（日）
姫 路 市 9：30 シロトピア記念公園 南 あ わ じ 市 9：30 三原健康広場グラウンド

市 川 町 9：00 川辺小学校グランド 淡 路 市 10：00 一宮中学校グラウンド

1月17日（日） 福 崎 町 9：30 田原小学校グランド

但東で放鳥され大空へ舞うコウノトリ

2009但東チューリップまつり「ペンギン」のフラワーアート

昭和 30年代当時の織部副団長


